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Ⅱ.C 言語に触れてみよう 

 
はじめに 

C 言語はプログラミング言語の一種で 1972 年に開発された言語です。 

特徴としては汎用性が非常に高く、ロボットを制御したり、自分でアプリケ

ーションを作ったりと様々な分野において使用されています。 

では、ここから C 言語で使われる標準関数について少し説明します。 

 

① #include 

#include はファイルを埋め込む時に使用します。具体的に言いますと、C

言語の場合、初期状態では何の関数も使えません。そこで自分で関数を定義

しなければならないのだが、全ての標準関数を一つずつ定義するのは面倒な

ので、標準関数は複数のファイルにあらかじめ定義されています。それを読

み込むためのものです。 

 

② printf 関数 

printf 関数は画面に文字や数字を表示する時に使用する関数です。 

 

・プログラムを書いてみよう！！ 

<Hello World!プログラム> 
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<前ページの結果> 

 

＜解説> 

・一行目の「#include <stdio.h>」は、stdio.h ファイルと呼ばれる標準関数が

用意されているファイルを読み込むというどうさをしています。ここでは

printf 関数を読み込むため読み込みました。 

・五行目の「printf(“Hello World!”);」は、(“”)内の文章を printf 関数で画面に

表示するという意味です。 

 

以上のようなプログラムで画面上に「Hello World!」という文字を出力させる

ことができました。 

 

③ if 文 

if 文は、ある条件があり対象物がその条件を満たしているか満たしていな

いかで別の動作したい時に使用します。 

ここで if 文の代表的な例を紹介します。 

 

<偶数と奇数の判別プログラム > 
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<前ページの結果> 

奇数の７を入力すると… 

 

偶数の７４を入力すると… 

 

となり、正しく判別してくれますね。 

 

<解説> 

・八行目の「scanf_s」についてだが、これは scanf_s 関数といい、入力のた

めの関数です。 

・十、十一行目は、入力された変数 a（今回の場合は７４）が２で割り切れる

場合（“”）の中に書いていることを画面に表示するという意味です。 

・十二、三行目は、条件（今回は２で割り切れない）を満たさなかった数を

入力した場合に、(“”)の中に書いていることを画面に表示するというぷろぐら

むになっています。 

 

 

④ switch 文と break 文 

switch 文は if 文と役割はほとんど同じですが、たくさん「if」や「else」を

書くのを省略することができます。 
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<5 で割った時の余りを判別するプログラム > 

 

<上のプログラムの結果> 

5 で割ると２余る７を入力すると… 

 

5 で割り切れる 10 を入力すると… 

 

<解説> 

・「case 1」は変数 a を 5 で割ったときの余りが１の時、次に何をするのかが

書かれているところで、目印の役割があります。 

・「break」はこれにプログラムが出会うと、switch 部分のプログラムを終え

ます。 

・「default」はどの「case」にも当てはまらなかったものを扱います。 
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⑤ while 文 

while 文は条件が満たされている間は繰り返すというものです。 

ここでは、入力された数を０からカウントアップするプログラムを紹介しま

す。 

<カウントアッププログラム> 

 

<結果> 

 

<解説> 

・このプログラムは、a と b という変数があり、一回繰り返すごとに b の値

を１ずつ増やして、a の値を超えるまで b の値を表示するというものです。 

 

⑥ for 文 

for 文は while 分とほぼ一緒なのですが、繰り返すごとに処理を行ってくれ

ます。while 分より何回繰り返すという処理を書くことが得意です。 

 

ここでは「おはようございます」を 5 回表示するのに for 分を使わない場

合と使う場合どちらも紹介します。 

  



 

 

 

ｰロボットを知るｰ 

ロボットの動き 

     6 CⅡ- 

 

<おはようございます５回繰り返しプログラム(for 分なしで)> 

 

<結果> 

 

 

<おはようございます５回繰り返しプログラム(for 文あり)> 

 

<結果> 

 

この結果からも for 文が非常に便利であることがわかりますね。 
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<解説> 

・このプログラムは、a をまず０にして、一回繰り返すごとに a の値を１ずつ

増やして、a が 4 よりも大きくなったら繰り返すことを止めるというもので

す。 

 

 

 

 

おわりに 
今回紹介したものは C 言語のほんの少しですが、これだけでも色々なプログ

ラムが書けます。C 言語やその他のプログラミング言語の可能性は無限大で

す。是非、C 言語に興味を持っている方や、プログラムをしてみたいなと思

っている方は、この文化祭をきっかけにして、C 言語に挑戦してみてほしい

です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         64 期 後藤 


